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フランス1930年代の現象学研究の一面（続）

－『哲学探究』年報について－

箱石匡行＊

（1989年9月19日受理）

『哲学探究（RECHERCHES PHILOSOPHIQUES）』年報が，フランス1930年代の現象学

研究に対して行った貢献については，筆者はすでに前稿（『岩手大学教育学部研究年報』第48巻

第1号， 1989年10月，所収の拙論）において述べてあるので，改めて論ずるべきことはない。

ただ，ここで付言しておきたいのは，第六巻には， 『哲学探究』年報の賛助委員会（COMIT豆DE

PATRONAGE）と編集委員会（COMIT豆DE R丘DACTION）の委員名が示されている，と

いうことである。賛助委員会の委員としては， C.ブ－グv （C.BOUGL豆），豆.プレイ－ （良

BR丘HIER），L.ブランシュヴィク（L.BRUNSCHVICG），H.ドラクロワ（H.DELACROIX），

G.デュマ（G.DUMAS），良ジルソン（宜.GILSON），ピェール・ジャネ（PIERREJANET），

アンドレ・ラランド（ANDR丘LALANDE）， －ドゥアール・ル・ロア（丘DOUARD LE ROY），

L.レヴィ－ブリュ－ル（L.L丘vY－BRUHL）， A.レイ（A.REY）， A. yヴォー（A.RIVAUD），

L.ロバン（L.ROBIN）の名が，そして編集委員会の委員としては， G.バシュラール（G.BA－

CHELARD），A.コイレ（A.KOYR豆），H.－CH.ブシュ（H.－CH.PEUCH），M.ス－.）オ（M.

SOURIAU）の名が明記されているのである。

この続稿では， 『哲学探究』年報（第一巻から第六巻まで）の内容総目次の試訳を示すことに

する。この内容総目次を見ることによって，人は，この時期におけるフランスの哲学研究のお

およその状況と傾向とを知ることが出来ることであろう。

『哲学探究（RECHERCHES PHII。OSOPHIQUES） 』

（全六巻）

内容総目次

RECHERCHES PHILOSOPHIQUES publiees par A. KOYR丘H.－CH. PUECH A. SPAIER

1931－1932

IT 1932－1933

Ill 1933－1934

RECHERCHES PHILOSOPHIQUE fondees par A. KOYR豆H.－CH. PUECH A. SPAIER

ホ岩手大学教育学部



箱 石 匡 行  

ⅠV  1934－1935  

V  1935－1936  

VI 1936－1937  

BOIVIN＆Cie，EDITEUR，RUEPARATINE，PARIS，ⅤIe  

第一巻（193ト1932）  

目 次  

緒 言  

Ⅰ  

形而上学の現今の諸動向  
l
 
1
 
5
 
6
 
3
 
 

2
 
5
 
6
 
8
 
 

A．J，ヴアール 具体的なものの方へ  

A．スパイェ 思考と延長  

G．バシュラール  本体と微小体物理学  

J．バルジ 神秘的言語についての諸探究への序論  

M．ハイデガー  根拠の本質について  

B．非理性的なものについてのシムポジウム  

R．ミュラー＝フライエソフェルス 理性主義と非理性主義  

R．ジョアン E．メイェルソン氏における理性と非理性的なもの …・・一・・…＝………‥…・ 138  

A．スパイエ 非理性的という概念  

ⅠⅠ  

哲学的諸方法についてのシムポジウム  

H．－J．ジョルダン 生物学における弁証法的ないし綜合的方法との諸関係における，  

世界の自然主義的概念  

H．－J．ボス 統辞論の統合性  

P．マッソソ＝ウルセル 形而上学的一方法：倒置  

J．レール  オクスフォードにおける今日のモラリストたちと直観主義の再生……t………‥ 235  

E．ルルー 倫理学における新しい一方法の理念  

J．バイェ 最古の古典的歴史の方法論についての諸反省  

ⅠⅠⅠ  

外国における哲学探究の方向性  

W．デュビスラウ ドイツにおける諸数学の哲学についての諸探究  

R．ミュラー＝フライエソフェルス 今日のドイツ心理学の主要な諸動向 …………………… 312  

L．ヴェルレーヌ ベルギーにおける動物心理学  

J．一A．ビュレンス・デ・／、－ソ  1928年から1930年までのオランダにおける動物心理学…334   



フランス1930年代の現象学研究の一面（続）  

Ⅰ．ブルカール ルーマニアの哲学  

A．レイモン スイスのフランス語地域における今日の哲学的諸関心事 …………………・＝ 353  

ⅠⅤ  

書評・批判的研究  

一般哲学  

E．ル・ロア『直観的哲学』第一巻「言述の彼方」，第二巻「発見と検証」  

（A．スパイェ）  363  

364  

365  

368  

373  

E．カシラー『象徴的諸形式の哲学』第一巻「言語」，第二巻「神秘的思考」，  

第三巻「認識の現象学」（A．スパイェ）  

E．メイェルソン『思考の進展』（A．スパイエ）  

Gノミシュラール『相対性の帰納的価値』（A．ス／くイエ）  
R．リュイェ『構造の一哲学の素描』（A．スパイエ）  

ラレイ卿『科学へのその関係におけるパルフォア卿』（A．スパイエ） ……………………… 376  

論理学・認識論  

H．ライへンバッハ『原子と宇宙一現代の物理学的世界像』（Gノミシュラー ル） ……… 377  

A．ファヴル『メートル法の諸起源』（G．バシュラール）  378  

379  

381  

383  

385  

G．－H．リュケ『論理学・道徳学・形而上学』（R．ブランシェ）  

道徳学・宗教哲学  

E．ル・ロア『神の問題』（M．スーリオ）  

K．プラハト『象徴と偶像一宗教的経験の重要性における象徴形式の意味について』  

（M．スーリオ）  

A．ボウル『キリスト教的統一一離反と和解』（H．グイェ）  

H．－E．アイゼソフート『哲学的問題としての非理性的なものの概念』（E．レゲィナス） …385  

心理学・教育学  

G．デュマ『心理学新論』第一巻「予備的諸概念，序論，方法論」（A．スパイエ）………… 386  

H．ドラクロア『言語と思考』（A．ス／くイエ）  

E．セリエール『マルセル・プルースト』（A．ス／くイエ）  

F．クリューガー『心理学における構造概念』（A．スパイェ）  

F．A．ケイヴナー『ジェイムズとジョン・スチュアート・ミルの教育論』（A．ス／くイエ）…390  

P．ギヨーム『心理学』（R．ブランシェ）  

ヤードレイ『ニュートンの大学の理念』（J．アンセルム）  

社会学  

L．レヴィ＝プリュール『原始心性における超自然的なものと自然』（M．ボナフー）……… 394  

L．スチュルゾ『国際的共同体と戦争の権利』（M．ボナフー）  

L．ホヤク『機械論はどこへ行くのか』（M．ボナフー）  

B．グレートウイゼソ『民主主義の弁証法』（B∴パラソ）  
壷卓立  

一般的紹介  

『古代及び教父の哲学』（H．－Ch．プシュ）  406   



箱 石 匡 行  4   

『中世哲学』（A．コイレ及びH．グイエ）  

……………………… 501  シャンツ『J∴Jノレソーの思想一新解釈の試み』（E．カルカソソヌ）  

Ⅴ．ジャンケレヴィチ『ベルクソソ』（H．グイェ）  

…………………… 511  E．セナール『チャーンドーグヤ＝ウパニシャッド』（H．カルカソソヌ）  

C．フォルミン『仏陀以前のインドの宗教思想』（E．カルカソソヌ）  
…………………… 515  L．ドゥ・ラ・ヴァレ＝プサン『仏教の教義と哲学』（E．カルカソソヌ）  

R．グルーセ『インド諸哲学一諸体系』（P．マッソソ＝ウルセル）  

第二巻（1932－1933）  

目 次  

凡 例  

Ⅰ  

諸超越性についてのシムポジウム  

l
 
史
U
 
O
O
 
2
 
1
 
2
 
1
 
8
 
 

1
 
4
 
6
 
8
 
1
 
3
 
4
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

M．ジャネ 数学及び物理学における目的性  

H．J．ジョルダソ 生命的非決定論と因果的諸構造の力動論  

L．ヴェルレーヌ 本能とは何ものでもない  

A．スパイェ 単純な諸運動と生物学的諸超越性  

M．スーリオ 物質と具体的なもの  

0．ベッカー  生の超越性と実存の出現  

R．リュイェ 死と絶対的実存  

H．コソラート＝マルティウス 実存，実体性及び霊魂  

ⅠⅠ  

言語哲学・心理学・教育学  

3
 
0
 
2
 
1
 
 

0
0
 
9
 
0
 
3
 
 

1
 
1
 
2
 
2
 
 
 

P．マッソン＝ウルセル 意味論と形而上学  

H．J．ボス 諸同義語の一般理論への貢献  

J．プールジャド  心理的諸機構と教育  

E．ミンコウスキー 精神病理学における時間の問題  

ⅠⅠⅠ  

論理学・科学哲学  

Cl．シュヴアレイ 厳密性と公理論的方法  

H．リップス 判断の諸様態  

ⅠⅤ  

資料・批判的研究  

ジャン・バリュジ ベルクソソと神秘学との交点  



フランス1930年代の現象学研究の一面（続）  

ガプリェル・マルセル カール・ヤスパースにおける基本状況と限界状況………………… 317  

J．ヴアール ハイデガーとキルケゴール  

H．コルパン 哲学的人間学のために－ スワルディ・ダレプの未公刊ペルシャ語論考 …371  

Ⅴ  

外国の哲学  

J．レール 大ブリテンにおける最近の哲学的刊行物  5
 
7
 
0
0
 
4
 
 

2
 
3
 
4
 
5
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
 

L．ヴェルレーヌ ベルギーにおける動物心理学  

Th．ゴシイキ ポーランド哲学の今日の諸動向  

Ⅰ．ブルカール ルーマニアの哲学  

ⅤⅠ  

書評・批判的研究  

一般哲学  

ルネ・ポアリェ『空間及び時間概念の幾つかの性格についての試論』（Gノミシュラール）…461  

んネ・ポアリエ『帰納の蓋然性についての考察』（Gノミシュラール）……………………・＝ 466  
ジャン・ ヴアール『具体的なものの方へ一哲学史諸研究』（A．ス／くイエ）………‥……・ 468  

ジャック・シュヴァリェ『理念と現実的なもの』（A．ス／くイェ）  

ゲオルク・ミッシュ『生の哲学と現象学』（A．コジェヴニコフ）  

ユリウス・クラフト『フッセルからハイデガーへ』（A．コジェヴニコフ） ……・t…………・ 475  

ルドルフ・ツオッヘル『フッセルの現象学とシュッペの論理学』（A．コジェヴニコフ） …477  

ローマン・インガルデソ『文学作品』（A．コジェヴニコフ）  

論理学・認識論  

アルノルト・レイモソ『論理学の諸原理と今日の批判』（A．スパイェ） ………＝…………・ 486  

G．バシュラール『近代化学の厳密な多元論』（A．スパイェ）  

G．バシュラール『原子論的諸直観』（A．ス／くイェ）  

宗教哲学  

ベルナルト・ローゼン㌧モーラー『宗教哲学』（M．ドゥ・ガンディヤック）………………… 493  

ラベルトニエール『選集』（M．ドゥ・ガンディヤック）  

フランソワ・シイミアン『賃金・社会進化・金一賃金についての実験的理論の試論』  

（M．ボナフー）  

『法律及び法社会学雑誌』（M．ボナフー）  

アンリ・セルーヤ『戦争と平和の哲学的問題』（M．ボナフー）  
妻 妾  

リュク・べノワ『天使たちの料理』（A．ダソデュー）  

ジャン ・バイエ『建築術と詩学』（A．スパイユ）   



箱 石 匡 行   

一般的紹介  

『古代及び教父の哲学』（M．Ch．プシュ）  

『中世哲学』（A．コイレ）  

『近代フランス哲学』（H．グイェ）  

Sノレビュンスキー『ホップスの倫理＝政治的体系の基礎』（L．シュトラウス） …………… 609  

ジャン・ トマ『ディドロの人間主義』（M．ボナフー）  

オーギュスト・コント『C．ドゥ・ブリニュール宛末公刊書簡』（R．デュカセ）…………… 623  

第三巻（1933－1934）  

日 次  

Ch．ラP アルベール・スパイエ（1883－1934）  

E．メイエルソン 同一なものの概念  

Ⅰ  

時間，存在及び精神についてのシムポジウム  

A．リグォー 持続についての考察  9
 
4
 
0
0
 
7
 
9
 
5
 
8
 
 

1
 
3
 
5
 
7
 
0
0
 
2
 
4
 
 

C．A．ストロソグ 存在と生成  

G．マルセル 所有の現象学素描  

F．Hノ、レット 主観性・媒体・現象・現実  

M．スーリオ 物質・文字・言葉  

P．ラシイユズ＝レイ 構成的な精神活動についての反省  

E．スーリオ 精神的凝縮  

J．ヴアール キルケゴールの幾つかのカテゴリーについて  

「実存」「孤立せる個人」「主観的思考」  

ⅠⅠ  

先決すべき諸価値と形而上学  

P．マッソソ＝ウルセル ゲルマン主義による，及びインドによる無制限なもの…………… 203  

H．ダイエ キリスト教哲学に関する哲学についての余談  

A．スパイユ ニーチェのデーモンと性格  

H．コルパン  弁証法神学と歴史  

ⅠⅠⅠ  

生物学・心理学・言語哲学  

L．ヴェルレーヌ 鳥の本能と知性  285   



フランス1930年代の現象学研究の一面（続）  

Gノミシュラール  移り気と細密画としての世界  

H∴J．ボス 小辞－その論理的・情感的諸機能  

E．ミソコウスキー 内面の戦い  

ⅠⅤ  

論理学・認識論   

E．デュプレール 順序の蓋然性  

Ⅴ  

哲学史  

J．レール ヒュームに関する最近の諸見解  

E．カルカソソヌ 現代の批判以前のバガヴァド・ギ一夕ー  

ⅤⅠ  

外国の哲学  

T．ゴスイッキ ポーランドにおける心理学的諸探究の今日の展開  

ⅤⅠⅠ  

書評・一般的紹介  

一般哲学  

A．ェッゲソシュピーラー 『持続と瞬間一存在の類比的性格についての試論』  

（G．バシュラール）  

S．カラメリア『共通感覚一理論と実践』（M．スーリオ）  

『その形成者たちによるドイツの体系的哲学』第一巻（A．スパイエ） ……＝………………・ 426  

H．アドルフ『人格主義の哲学』（A．ス／くイエ）  

現象学  

W．イルレマン『フッセルの現象学以前の哲学』（A．コジェヴニコフ）……………………… 428  

Fr．ヴァイダウアー『フッセルの超越論的現象学の批判』（A．コジェヴニコフ）…………… 429  

『現象学－トマス学会研究誌』（A．コジェヴニコフ）  

G．ミッシュ『生の哲学と現象学』（A．スパイエ）  
J．ヴァッハ『ランケから実証主義にいたる歴史家における理解』（H．コルパン）………… 432  

Fr．プレソクーノ『カテゴリー論』（H．コルパン）  

W．ディルタイ『ドイツの詩と音楽について』（H．コルパン）  

『神学及び教会のための雑誌』第二号「神学的人間学一特別号」（H．コルパン）……… 434  

R．プルトマン『信仰と理解一論説集』（H．コルパン）  

心理学  

G．デュマ『心理学新論』第二巻「心的生活の基礎づけ」  

第三巻「知覚運動連合」（A．スパイエ）  

A．クロンフェルト『性格学教科書』（A．ス／くイエ）  

M．コムブ『夢と人格性』（A．スパイエ）   



箱 石 匡 行  

『性格と人格性一精神診断学及び関連研究のための国際季刊誌』（A．ス／くイェ）……… 449  

M．ドレ『精神分析の歴史的基礎』（A．スパイユ）  

M．シェーレル『ゲシタルト理論－その方法及びその心理学的対象』（A．スパイエ） …451  

F．ミショ『エクリチュールによって人間について知らなければならぬこと』  

（A．スパイェ）  

A．プフェンダー『人間の霊魂』（A．スパイェ）  

R．フォルグ『幻覚の神経生物学』（A．スパイエ）  

J．ラカン『人格性との関連におけるパラノイア精神病について』（H．ユー）……………… 457  

M．プラディヌ『感覚の哲学』第一巻「感覚の問題」  

第二巻「基本的感覚性」（A．ギエルグィチ） ……………… 460  

認識論  

A．マイモソ『力の概念の批判』（Gノミシュラール）  2
 
3
 
4
 
4
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
 

M．ボル『偶然，エネルギー ，等々とは何か」（A．スパイェ）  

A．エディソトン『膨張する宇宙』（A．コジェヴニコフ）  

J．ジーンズ『科学の新しい背景』（A．コジェヴニコフ）  

H．ウェイル『開かれた世界一科学の形而上学的諸含意についての三講義』  

（A．コジュヴニコフ）  

R．ジュノー『フレデリック・ローー知的伝記の試み』（A．ス／くイエ） ………………… 468  

P．アルシャムボー『精神的なものの根拠』（M．スーリオ）  

E．デュプレール『道徳論』（M．スーリオ）  

1931年から1933年に至るあいだに刊行された言語哲学・言語心理学に関する  

諸研究の文献一覧（H．ボス）  

古代及び教父の哲学（H．－Ch．プシュ）  

中世哲学（H．コルパン，H．－Ch．プシュ，P．ヴィニヨー）  

近代哲学（H．グイェ，M．スーリオ，A．スパイェ，J．ヴアール，H．－Ch．プシュ） ……… 528  

森  

J．ユビィ『最後の晩餐以後のイエスの談話』（H∴Ch．プシュ）  

『禁欲的・神秘的霊性についての事典』（H．－Ch．プシュ）  

第四巻（1934－1935）  

目 次  

A．スパイェ 個人主義・自己贈与・その本能的諸根拠の複合   



フランス1930年代の現象学研究の一面（続）  

Ⅰ．実在の存在について  
1
 
0
 
1
 
2
 
 

2
 
3
 
5
 
6
 
 

Gノミシュラール  推論的概念論について  
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ⅠⅠⅠ．人間の実存について  
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A．マルク 時間と人格  

G．マルセル 行為と人格の概念に関する考察  

M．スーリオ 喜びの神秘  

ⅠⅤ．反省の諸態度  

R．ドォマル 哲学的言語の諸限界と伝統的諸知識  

K．レーヴィット ヘーゲルによる古典哲学の完成と  

マルクス及びキルケゴールにおけるその解体  
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G．ダルモワ 蓋然性の理論の近代的形態  

ⅤⅠ．批判的諸研究  
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B．マルコット 狭き人生（J．ヴアールによって公刊された断片）  

ⅤⅠⅠ．書評・一般的紹介  
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L．プランシュヴィク『知性の諸時期』（R．リュイエ）  

L．ラヴェル『全体的現前』（E．レゲィナス）  

M．－D．ロラン＝ゴスラソ『認識批判試論』第一巻「序論及び第一部」（A．メイデュ）……395   
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M．シェーラー『遺稿集Ⅰ一倫理学と認識論のために』（J．ヴアール）…………………… 403  

H．ライナー『その形而上学的内容の問題に顧慮して措かれた信仰の現象』（E．ヴュイユ）…406  

Nノ、ルトマン『精神的存在の問題』（A．コイレ）  

H．ディーム『神学的視点における批判的観念論－ハイソリッヒ・バルトとの対決』  

（H．コルパン）  

A．メッツガー『現象学と形而上学一相対主義の問題とその克服』（H．コルパン） ……411  

P∴L．ランツベルク『哲学的人間学入門』（H．コルパン）  

心理学・言語学  

M．プラディヌ『感覚の哲学』第二巻「基本的感受性一防衛の意味」  

416  

418  

420  
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421  

422  
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423  
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434  

（A．ギュルヴィチ）  

H．ドラクロワ『心的生活の大きな諸形態』（M．スーリオ）  

H．ドラクロワ『幼児と言語』（M．スーリオ）  
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G．テイボソ『性格学』（E．ヴェイユ）  

K．オデブレヒト『現代の美学』（E．ヴェイユ）  

論理学・認識論  

L．フィッシャー『哲学及び数学の基礎』（G．バシュラール）  

ヒルベルト，ベルナイス『数学の基礎』第一巻（J．カグァイエス）  

H．ディンダラー『論理の哲学と、算術』（コジェヴニコフ）  

L．－S．スチッビング『論理実証主義と分析』（A．コイレ）  

L．シルバースタイン『因果律一自然法則か自然主義の格率か』（A．コイレ）…………… 435  

P．ランジュヴァソ『微粒子及び原子の概念』（A．コイレ）  よ
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 国際合成センター『科学と法則』（A．コイレ）  

G．バシュラール『新しい科学的精神』（M．スーリオ）  

社会諸科学  

E．グリュソトヴアルト『知識社会学の問題一知識社会学理論の批判的叙述の試論』  

（R．アロソ）  

F．シュミット『古代から現代までの精神諸科学の理論』（R．アロソ）………………・＝…… 442  

H．ランツフート『社会学の批判一社全学の根本問題としての自由と平等』  

（R．アロソ）  

H．フライヤー『現実性の科学としての社会学』（R．アロン）   
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東洋哲学（A．コジュヴニコフ）  

古代及び教父の哲学（H．－Ch．プシュ）  
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科学史  
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時間についての省察  

Ⅰ．一時間の問題  
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N．ケルソソスキー 時間の概念  

R．リュイユ 時間の意味  

ⅠⅠ．一時間と生  
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G．グレートウイゼソ 時間の幾つかの相について  
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ⅠⅤ．一神話と歴史  

G．デュメジル 時間と神話  

R．カイヨワ 神話と人間   

H．レヴィ＝プリエール 歴史的事実というもの  

存在について，知識について  

A．レイモソ 真理・明証性・確実性  

H．J．ジョルダソ 精神と物質  

Ⅹ．ジョビリ 神の問題をめぐって   
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G．バタイユ 謎宮  

E．レヴィナス 逃走について  

K．レーヴィット ヘーゲルの宥和  

書評・一般的紹介  

一般哲学  

H．コルパン，H．グイェ，A．マルク，P．メナル，G．ステルソによる  

R．ジョリグェ『トマス主義と認識批判』  

J．マリタン『統一するために弁別すること，或いは知識の諸段階』  

R．ガリグー＝ラグランジュ 『神秘の意味と知的な明噺＝曖昧なもの』…………………‥・… 406  

M．T∴L．ピネド『教条的神学における類比の役割』  

A．マルク『聖トマスにおける及び後期スコラ哲学における，存在の理念』………………… 406  

P．デコック『知りうる神について』  408  

409  

411  

411  

412  

413  

414  

D．パロディ『哲学を求めて』  

J．ポール『悲劇的構造の哲学』  

E．ブロッホ『現代の遺産』  

A．テイルゲル『歴史主義の批判』  

E．ウティッツ『現代における哲学の使命』  

W．シイングニッツ『人間と概念』  
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A．コジェヴニコフ，A．コイレによる  

A．デルプ『悲劇的実存－マルチィソ・ハイデガーの哲学のために』……・‥…………… 415  

F．ヴァイダウアー『客観性・無仮定的学問・学問的真理』  

G．フアン・デル・レーウ『宗教の現象学』  

Nノ、ルトマン『存在論の基礎づけのために』  

心理学・美学  

J．クライン，J．－M．ラカソ，G．シュテルンによる  

E．ミソコウスキー『生きられる時間一現象学的・心理学的諸研究』 …………………… 424  

E．シュトラウス『感覚の意味について一心理学の基礎づけのための一寄与』 ……‥・… 431  

L．リュシュ『芸術的創造についての試論一力動的美学への寄与』 ……………………… 433  

P．セルゲィアン『美学の諸原理一芸術の諸問題と科学の言語』  

言語学  

H．」．ボスによる  

言語哲学の全般的紹介（1933－1935）  

論理学・認識論  

Gノミシュラール ，A．コジュヴニコフ，A．コイレによる  

K．ポッパー『探究の論理一近代自然科学の認識論のために』  

H．ライへンバッハ『確率論』   
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J．ベルセネール『数学思想の進歩の粗描』  

A．エディソトン『科学への新しい小道』  

453  

455  
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W．ハイゼソベルク『自然科学の基礎における諸変化』  

M．ルカ『今日における数学者たちの，諸原点の諸誤謬』  

E．ブラッ／、フォーゲル『ニコラウス・コペルニクスとアリスタルコス』…………………… 459  

M．カスバール『ヨハネス ・ケプラーー科学的・哲学的位置づけ』……………………… 460  
社会諸科学  

R．アロソ，H．ポルノウ，H．－C．プシュによる  

H．ゴムベルツ『意味と意味形成態一理解と解明』  0
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H．プフィスター『理念型への展開』  

K．マンハイム『変革の時期における人間と社会』  

R．バスチド『宗教社会学の基礎』  

C．ブーグレ『フランス社会学の概括』  
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ユダヤ＝アラビア哲学（J．ゴルダン，P．クラウス，S．ピヌ）  

中世哲学（A．コイレ）  

近代哲学（H．コルパン，H．グイエ，A．コイレ，P．rL．ランツバーグ 

H∴C．プシュ，E．ヴェイユ）  

雑報・小誌  

H．一C．プシュ，A．コイレによる  

L．ドゥ・グランメゾン『霊的著作集』第三巻  

E．ペイラーべ『性格と人格性』  

J．マリタン『自然の哲学－その境界と対象についての批判的試論』……………………… 541  

A．ガルデイユ『キリスト教徒の真の生活』  

W．ヴィンデルバント，Hノ、イムゼート『哲学史教本』  

『禁欲的・神秘的霊性の事典』第四分冊   
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Ⅰ．実存と状況  

G．マルセル 状況内存在についての現象学的概要  

G．ステルソ 自由の病理学一非一同一化についての試論  

ⅠⅠ．行為と行動  

A．ダソデュ，ドニ・ドゥ・ルージュモソ  出発点としての行為  

R．アロソ イデオロジー  

ⅠⅠⅠ．人間学  

J．一P．サルトル 自我の超越性一現象学的一記述の粗描  

H．ポルノウ 身体・霊魂・精神（構造の諸問題）  

H．プレスナー 感性と理性一昔楽の哲学への貢献  

ⅠⅤ．理論  

A．ラウトマン 公理論と分割の方法  

Lレヴィ 無限集合の理論の背景  

Ⅴ．哲学的諸立場  

M．シヤスタン 実存の意味作用   

J．グルニュ 統一の確実性と諸信仰の問題  

S．ザソダン 意味について一事物の観念論的否定の射程についての探究 ……………… 254  

P．ピショソ 認識の上昇的進行について  

P．－L．ランツバーグ  マックス・シェーラーの哲学的営為  

ⅤⅠ．彙報  

E．フォルティ 心理学的方法と情動の問題  

H．リップス プラグマティズムと実存哲学  
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 J．ヴアール ヤスパースの『ニーチェ』  

P．ヴィニヨ モーリス・プロこ／デルの哲学の幾つかの傾向について  

C．シュグレイ 行動の弁証法（アルノ・ダソデュの思想の余白に）  

書評・一般的紹介  

一般哲学  

E．レヴィナス，H．－C．プシュ，M．スーリオ，E．ヴュイユによる  

『哲学の現今の様相－アンケートに見られる動向と結果』  

『宗教と哲学』  
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G．べネゼ『超越論的なものの歩み』  

G．べネゼ『価値』  

G．クレンツリソ『無限なる人間の哲学』  

現象学  

A．コジェーヴ，J．ヴアールによる  

J．ェルシュ『哲学の幻想』  

C．アストラダ『現象学的観念論と実存的形而上学』  

Sノレバスコ『論理的生成作用について－情感性について』  

G．ダンクー，H．シェルスキー『キリスト教的形而上学と近代的意識の運命』 …………… 395  

J．へッシソグ『精神の自覚』  

A．フィッシャー『マルチィソ・ハイデガーの実存哲学』  

心理学・美学  

A．ギュルヴィチ，E．レゲィナス，H／C．プシュ，M．スーリオ，E．ヴェイユによる  

H．ドラクロワ『デュマの心理学新論』第五巻，第三・第四分冊  7
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J．－P．サルトル『想像力』  

J．－W．ダソ『時間の実験』  

P．ケルシー『幻覚』  

E．ピショソ『幼児と成人の心的発達』  

R∴マレ『痴呆』  

M．デュヴァル『詩と超越性の原理』  

0．ルマリェ『人格についての試論』  

P．ギヨーム『習慣の形成』  

A．ヴェンツル『天才の理論』  

M．T．－L．ペニド『宗教意識』  

M．ヴアール『絵画における運動』  

J．デュフロ『心的エネルギー論粗描』  

R．デュレ『視覚イマージュの諸相』  

N．フェルトマン『現代フランス美学』  

R．へラー『実の本質』  

論理学・認識論  

G．バシュラールによる  

J．ドゥ・ボワッスーディ『二つの実在一空間ならびに，持続の統一における物質』……410  

J．ドゥ・ラ・ハルプ『秩序と偶然について－A．クルノの批判的実在論』 ……………… 411  

J∴J．ヴァロリ『物理学小話』  

W∴M．コズログスキー『国際哲学会議に提出された諸報告』  

道徳学・社会学  

E．レゲィナス，M．スーリオ，E．ヴェイユによる  

A．キュヴィリェ『社会学入門』  413   
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L．Ⅴ．ヴィーゼ『社会的・精神的・文化的』  415  

415  

415  

416  

434  

Chノレリダソ『道徳的自由の理念』  

R．ミュソシュ『現代の不安定性における個人』  

哲学史  

古代哲学（H∴Ch．プシュ）  

キリスト教と教父哲学（H∴Ch．プシュ）  

近代哲学（H．コルパン，E．ルルー，H．－Ch．プシュ，J．ヴアール，E．ヴェイユ）………… 441  
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